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管見 最高裁判所
宇賀克也

担当編集から
著者は言わずと知れた行政法の研究者
です。2019年 3月から 2025年 7月ま

での 6年 4か月間，最高裁判所判事を務めました。本
書はその経験を踏まえて執筆されたものです。
　第 1部では，最高裁で毎年 1万件を超えて受け付ける
事件が，3つの小法廷にどのように分配され審理されて
判決に至るのか，また，大法廷に回付されるのはどのよ
うな場合で，口頭弁論の有無はどのように決せられるの
かなど，最高裁での審議の全容が詳述されます。
　第 2部には，社会的にも耳目を集めた著者の個別意
見 38件の全文を，著者自身による「解説」とともに収
録しました。
　法律学を学ぶ読者のみなさまにぜひ手に取ってご覧い
ただきたい一冊です。（S）

第2部では，多数意見との対比で，個別意見の解説がされます。Point
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